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第
２
回
大
会
か
ら
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
意
見

交
換
」（
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン

グ
）
が
午
後
３
時
か
ら
同
４

時　

分
ま
で
行
わ
れ
た
。
主

35
題
と
し
て
①
適
正
計
量
管
理

の
推
進
、
②
企
業
か
ら
望
ま

れ
る
計
量
士
の
在
り
方
、
③

郵
政
か
ら
の
計
量
管
理
受
託

事
業
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
、
の
３
つ
が
設
定
さ
れ
、

各
地
区
か
ら
参
加
し
た
計
量

士
が
時
間
一
杯
ま
で
意
見
を

交
換
し
た
。
意
見
交
換
会
の

最
後
に
千
葉
県
計
量
士
会
会

長
（
千
葉
県
計
量
協
会
会
長

を
兼
務
）
の
齊
藤
勝
夫
氏
が

特
別
に
発
言
を
求
め
て
、「
全

国
計
量
士
大
会
は
意
義
あ
る

催
し
で
あ
る
か
ら
次
年
度
以

降
も
工
夫
し
て
開
催
し
て
い

く
こ
と
、
郵
政
か
ら
の
計
量

管
理
受
託
事
業
に
つ
い
て
は

経
済
産
業
省
計
量
行
政
室
の

理
解
と
支
援
に
よ
り
今
後
と

も
継
続
発
展
さ
せ
て
い
く
」

の
２
項
目
を
提
案
し
、
こ
の

こ
と
を
同
会
場
で
決
議
す
る

こ
と
を
求
め
、
こ
の
提
案
は

大
き
な
拍
手
に
よ
っ
て
可
決

さ
れ
た
。（
�
面
に
つ
づ
く
）

第３回全国計量士大会開く第３回全国計量士大会開く
2月16日奈良県新公会堂で、200名が参加

し
て
、
計
量
士
の
計
量
に
関

す
る
知
識
・
経
験
を
有
す
る

計
量
の
プ
ロ
と
し
て
の
能
力

の
活
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

た
計
量
士
制
度
へ
の
不
十
分

な
社
会
認
知
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

法
定
計
量
の
国
際
動
向

　

産
総
研
計
量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー
国
際
計
量
室
長
岡
路

正
博
氏
の
講
演
「
計
量
の
国

際
動
向
」
は
、
法
定
計
量
の

国
際
動
向
に
関
す
る
内
容
で

あ
り
、
そ
の
主
題
は
「
法
定

計
量
の
国
際
相
互
承
認
」
で

あ
る
。
内
容
は
次
号
で
紹
介

す
る
。

基
準
認
証
制
度
の

最
新
情
報

　

メ
ト
ラ
ー
・
ト
レ
ド
�
校

正
管
理
部
長
桑
山
重
光
氏
の

講
演
は
「
基
準
認
証
制
度
の

最
新
情
報
」。内
容
は
次
号
で

紹
介
す
る
。

　

第
１
部
は
午
後
１
時　

分
40

に
開
会
、
次
の
３
題
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

①
最
近
の
計
量
行
政
＝
講

師
は
経
済
産
業
省
計
量
行
政

室
長
醍
醐
辰
也
氏
②
計
量
の

国
際
動
向
＝　

産
業
技
術
総

（独）

合
研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー
国
際
計
量
室
長
岡
路

正
博
氏
�
基
準
認
証
制
度
の

最
新
情
報
＝
メ
ト
ラ
ー
・
ト

レ
ド
�
校
正
管
理
部
長
桑
山

重
光
氏

よ
り
良
い
計
量
制
度

の
構
築
に
向
け
て

　

経
済
産
業
省
計
量
行
政
室

長
醍
醐
辰
也
氏
の
「
最
近
の

計
量
行
政
」
は
今
後
の
計
量

行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
一

定
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
内

容
で
、
そ
れ
は
計
量
法
改
正

の
方
向
性
に
関
わ
る
重
要
事

項
の
説
明
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
る
。

　

醍
醐
室
長
の
講
演
要
旨
は

次
の
と
お
り
。
講
演
の
主
題
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企
業
に
お
け
る
計
量
士
の
あ
り
方
な
ど
協
議

醍
醐
計
量
行
政
室
長
が
計
量
制
度
の
方
向
示
す

コ
ン
パ
ク
ト
は
か
り

特
集　
　
  
�
�
面

　

�
日
本
計
量
振
興
協
会
主
催
に
よ
り
同
会
会
員
で
あ
る

計
量
士
を
主
た
る
対
象
に
し
た
第
３
回
全
国
計
量
士
大
会

が
２
月　

日
午
後
、
奈
良
市
春
日
野
町
の
奈
良
県
新
公
会

16

堂
で
2
0
0
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
計
量

士
が
ほ
と
ん
ど
で
他
に
同
会
一
般
会
員
お
よ
び
幹
部
役

員
、
地
方
公
共
団
体
な
ら
び
に
中
央
官
庁
関
係
者
な
ど
。

大
会
は
３
部
構
成
で
第
１
部
が
講
演
、
第
２
部
が
意
見
交

換
、
第
３
部
が
懇
親
会
。
懇
親
会
場
は
同
公
会
堂
２
階
で

開
か
れ
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
計
量
士
の
交
流
の
場
と

な
っ
た
。

第
１
部
は
醍
醐
室
長
ほ
か
３
氏
の
講
演

は
「
よ
り
良
い
計
量
制
度
の

構
築
に
向
け
て
」
と
い
う
こ

と
で
以
下
の
項
目
が
骨
子
で

あ
る
。

　

①
現
状
の
計
量
制
度
の
位

置
づ
け
を
次
の
よ
う
に
規
定

す
る
。
一
つ
は
取
引
・
証
明

に
お
け
る
計
量
に
つ
い
て
は

計
量
法
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
、
も

う
一
つ
は
経
済
社
会
活
動
の

基
礎
と
し
て
国
民
生
活
に
深

く
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
。
こ

の
二
点
で
あ
る
。　

　

②
計
量
制
度
を
と
り
ま
く

状
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
社

会
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
執
行
体

制
の
格
差
、
規
制
緩
和
の
要

請
、
国
際
化
に
関
し
て
実
情

を
説
明
し
た
。
執
行
体
制
の

格
差
と
は
地
方
公
共
団
体
ご

と
に
計
量
行
政
の
体
制
に
格

差
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
執
行
体
制
の
現

状
が
複
雑
な
状
況
に
あ
る
。

　

③
こ
れ
か
ら
の
計
量
制
度

に
つ
い
て
は
、
法
定
計
量
制

度
は
経
済
社
会
活
動
の
基
盤

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
。
そ
し
て
経
済
社

会
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が

前
提
に
な
る
。効
率
化
、

新
規
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
国
際
化
は
今
後
と

も
求
め
ら
れ
る
課
題
で

あ
る
。

　

④
計
量
行
政
に
お
け

る
計
量
士
へ
の
期
待
と

適
正
計
量
管
理
な
ど
意
見
交
換
3
題




